
先週の説教要旨
「合い言葉と賛美」

（マルコ８：２７～３３）
　「あなたがたはわたしのことを何者だと言うのか」
と問う主に、ペトロは真っ先に「あなたはメシアです」
と答えたが、そのすぐ後、「サタン、引き下がれ」と
叱責されている。受難の予告を聞いて、主イエスを「わ
きへお連れして、いさめ始めた」ことが原因だ。ペ
トロは受難の予告を受け入れることができず、「あな
たはローマを討ち滅ぼして、ユダヤの民に解放をも
たらすメシアなのです」という人間の思い、自分の
願いを押し付けたのだ。では、我々はどうだろうか？ 
我々は主イエスのことを何者だと言うのか？ 主の十
字架を何と心得るのか？ 我々は主から「サタン、引
き下がれ」と言われないで済むのであろうか？
　我々はペトロと違い、主イエスの十字架と復活の
出来事を知った上で、主イエスを救い主として信じ
て、そう告白している。しかし、もし我々が「あな
たはわたしを何者だと言うのか」という問いに、内
容をよく考えもしないで、機械的に「あなたはメシア」
「救い主です」と、まるで合言葉を返すように言って
いるとするなら、我々のその告白はペトロの告白と
何ら変わりのない告白と言えよう。我々は、我々の
告白がただの合言葉とならないように、主イエスが
何のために十字架につけられ、殺されていったのか
をいつも心に覚えていなければならない。
　主イエスは罪深い世の人々の罪、そして我々一人
一人の罪、その一切を贖うために十字架に向かわれ
たが、すでに主の十字架によって救いが実現してい
る今や、「あなたは救い主です」という告白は、「あ
なたは私を救ってくださる方です」というところか
ら、「あなたは、私を救ってくださった方です」とい
う意味に変わっている。不完全で、破れ多い我々で
あるが、そんな我々のために主は十字架の上で死ん
でくださり、我々はもう救われているのである。そ
れ故、「あなたはメシアです」「私の救い主です」と
いう告白は、「私はもう救われている」という喜びの
内に告白すべき言葉、賛美の言葉と言えよう。我々は、
レントの日々、主の受難を覚えると共に、それによっ
てもたらされた喜びを忘れることなく、その喜びに
根ざして、これからも信仰の道を歩んで行こう。
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どなたにも開かれている定期集会

　　主日礼拝　毎日曜日  午前 10時半
　　子どもの教会　毎日曜日  午前 9時　～10時
　　祈 祷 会　各水曜日
  　○昼の聖書研究祈祷会
  　　  （第3・午後2時）
  　●夕の祈祷会
  　　  （第2、第4・午後7時）
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礼拝式順序
（受難節第４主日）

   　　司式者　菊 池 重 雄
   　　奏楽者　宮﨑由紀子
前　　奏     奏 楽 者
招　　詞　ヨエル 2：12 ～ 13a   司 式 者
讃 美 歌　３１２「紅海を渡り」   一 　 同
聖　　書　     司 式 者
　　　　　マタイ27：15～26、32 ～44（新 P.56）
使徒信条　（９３－４－Ａ）   一 　 同
祈　　祷     司 式 者
讃 美 歌　２９７「栄えの主イエスの」  一 　 同
奨　　励　     司 式 者
「ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架につけられ」

祈　　祷     　 〃
讃 美 歌　２８８「恵みにかがやき」  一 　 同
献　　金　     　 〃
主の祈り　（９３－５－Ａ）   　 〃
頌　　栄　２７「父・子・聖霊の」   　 〃
黙　　祷     　 〃
～「主の平和を」と、祈りを込めて隣席の方々と挨拶を交わしましょう～
報　　告     司 式 者
讃 美 歌　９１「神の恵みゆたかに受け」  一 　 同

・当教会では讃美歌21と新共同訳聖書を使用しています。
　お持ちでない方は受付に常備されているものをご使用
　ください。
・立ち座りのご不自由な方はどうぞ着席のままお臨みく
　ださい。
・ＦＭ電波による補聴器が用意されています。受付に常
　備してありますのでご利用ください。


